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第１９号 令和 ６ 年 ２ 月 ２ 日（金）発行 

令和２年１０月１０日(土) 

創立９０周年記念式典挙行 

 ３学期始業式が、１月１２日（金）に行われました。 
式では箱田校長が冒頭に能登半島地震と羽田空港で起こった航空機事故に

より、亡くなられた方々や被害に遭われた方々に対してのお悔やみとお見舞
いを述べられました。 

そして、「『１年の計は元旦にあり』という言葉から、生徒の皆さんにとっ
て、この１年が素晴らしい年になるよう、心から願っています」と話されま
した。続けて、評論家の堀秀彦さんの「青年における自己の探究」の一節か
ら、「青年は本質的探求者なのである。・・・」という言葉を引用され、「『若
さ』は何ものにも代え難い財産であり、その財産を削ってしまうか、頑張っ
て付加価値をつけて拡大するかは、個人の技量にかかっている。」というお話
がありました。 

３学期は、とても短い学期です。毎日を大切に、有意義な時間を過ごし
て、各自の来年度からの生活につなげて欲しいです。 

冬 季 休 業 中 の 学 校 活 動

 ２学年の就職希望者を対象に、冬季休業中の１２月
２５日（月）、２６日（火）の２日間就職対策研修会が
行われました。昨年に引き続き、青森ファイナンシャル
アカデミーより講師を迎え、筆記試験対策や面接試験
対策などを行いました。２学年はこれから進路達成に
向けての動きが本格的にスタートします。各自の目標
達成のため、しっかりと力をつけて、頑張っていきまし
ょう！ 

 

 １２月２５日（月）から２７日（水）の３日間、進学

を希望する生徒対象の冬期講習が行われました。また、

１月１１日（木）には、１２日（金）に行われる実力テ

ストに向けての対策講習が行われました。学んだことや

身に付けたことを進路実現や学校生活に役立てて欲し

いと思います。 

 １月１７日（水）に第４回防災訓練が実施されました。今回は、「校内に不審者
が侵入」という想定で、緊急放送や、対応のポイントなどを動画で確認した後、実
際の動きを訓練しました。今回の避難訓練を機会に、自分の生活する環境での起
こりうる災害についてを考え、命の大切さを改めて意識して欲しいと思います。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ＰＴＡ『卒業記念品（ふくろう）制作』   １月２１日（日） 

 １月２１日（日）に、ＰＴＡ研修委員会で、「ふくろうの携帯ストラップ」制作を行いました。ここ十数年、卒

業生に手作りの卒業記念品をプレゼントしており、今年も本校の中会議室で午前９時頃から保護者や教員が記念

品作りを行い、ふくろうのストラップを完成しました。参加者それぞれが真心を込めて１つ１つ丁寧に作り上げ

ました。（ふくろう：青森市の鳥、幸せを呼ぶ鳥（ラッキーバード）） 

 卒業式には、ふくろうのストラップを胸に飾って臨みます。卒業生の皆さんには、ストラップに込められた思

いを受け止め、お世話になった方々への感謝を忘れずに学び舎を巣立って欲しいと思います。 

 

【Instagram ＱＲコード】 【X ＱＲコード】 「浪高だより」は、本校 HP に掲載しています。浪
岡高校公式 YouTube「浪高チャンネル」も視聴よろ
しくお願いします。また、浪高公式 Instagram や、
浪高公式 X  も最新の学校生活について配信して
いますのでよろしくお願いします。 

【YouTube ＱＲコード】 

 今年度５回目となるコミュトレが１月１２日（金）に全学年を
対象に行われました。 
 今回は青森県教育委員会スクールカウンセラーの 小笠原 美
知子 氏 を講師にお迎えし、構成的エンカウンター等を行いま
した。じゃんけんを予測したり、グループごとに活動を行ったり
しながら、積極的に参加することができました。 
 今年度は、さまざまな形でのコミュトレが複数回開催されまし
た。今後の学校生活や卒業後の生活に役立つ場面がこれからある
と思います。いろいろなことにチャレンジしながら楽しくコミュ
ニケーションがはかれるようになって欲しいと思います。 

 １月３１日（水）に空き缶壁画活動で生じた潰れた缶や規格の合わない缶などをリサ

イクル業者に引き取ってもらった代金を、青森市社会福祉協議会へ寄付しました。今後

も、空き缶壁画活動にご協力お願いします。 


